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アメ リカにおけ る2冊 の初期原価計算文献
一H .MetcalfeとH.L.Arnoldの文 献
久 野 光 朗
原価計算は,複 式商業簿記が数百年の歴史をもつのにくらべれば,そ れほど古いもの
ではない。その起源はごく最近のことに属する。的確にいえば,'そ れは19世紀の産物で
あ り,20世 紀に入ってか ら急速な伸展を遂げてきたのである。
-A .C.LittletonP一
§1序 説
A.C.Littletonは,アメ リカにおける初 期の原価記録 がイギ リスの場合 と
同様 に商品勘定 の処理方法 を若干拡張 したもの にすぎなか った と述べ,そ の1
例 としてJohnFlemingの 簿 記書(1854)か ら次の ような織 布工場 の工場勘
定(FactoryAccount)を 示 して いる21。
〈」.Flemingの 工場勘定〉
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綿布等の積送高 ××
残高 〔棚卸高〕 ××
損 益 〔残 額〕
.原 稿 受 領 日1984年11月15日
1)A.C,Littleton,Acco鵬 あη8㌧ 助o伽`oη 孟01900(N.Y.:AmericanInstitute
PublishingCo.,Inc.,1933)-Rep.ed.(N.Y.:RusselandRusse1,1966),
p.320.
2)1b`d.,p.356.JohnFleming,Boo存 々θθp`πgbッD卿 配 θ 翫 εrッノ_(Pit-
tsburgh:W.S.Haven,1854),p.115.S.P.Garner,動oZ画oπqプ σ08`
〔13〕
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中世か ら1925年 まであ原価計算発達史を論述 したS.P.Garnerは,イギ リ
ス ・フラ ンス ・アメ リカを中心 とす る原価 計算 の発展過程 を解説す るにあたっ
て,と くにアメ リガに関 して は上記のFlemingの 文献 とともにJ.H.Good-
winの 簿記書・(1881)やJ.C.Bryantの簿 記書(1880)を も検討 し,さ らに
19世 紀中葉の製造業 に関す る5つ'の 事例研究 を参照 した うえ,次 の ように述べ
て い る3)。「合衆国 における会計や簿記 の著 者たちは,1885年 頃 まで工業会計の
諸 問題 を ほζん ど全面的 に無視 レてきた。」
上 記のLittletonお よ びGarnerの 見解 は,こ れまで筆 者自身が1880年 代 ま'
で に出版 された約120冊 のアメ リカ簿記書 を検討 した結果 か らして も首肯 しう
るところであ る4}。 すなわち,ア ンテ ィベ ラム期(1831-1860)に おいて は,
J.Shepard(1840,pp.99-114)の製 粉 業 に お け る製 粉 所 勘定 やW.H.
.4cco槻 伽gε01925(Alabama:TheUniversityofAlabamaPress,1954)
-Rep .ed.(Alabama:TheUniversityofAlabamaPress,1976),p.67
で も 引 用 さ れ て い る 。
3)S.P.Garner,δp.c``.,pp.67,76-90.J.H.Goodwin,Goo(∫ ω ぬ 「s17γレ
proひedBoo鳥 んεep`π8α πdLBωs∫ πθ88ル 毎 πμαZ_(N.Y.:'TheAuthor,1881
-4thed .)-26thed.(1908),p.15;J.C.Bryant,Brッ αηεも1V2ωBoo触
々θ¢ρ`π8,...(Buffalo=TheAuthor,1880),pp.16エー170.な お,彼 が 参 照 し た5
つ の 事 例 研 究 に 関 す る 文 献 は 次 の と お りで あ る 。
George.S.Gibb,跣e陥 記e8m記 んo∫ 狙αμπω π一A1五s直orッ(ゾRθ αdα π(1
Bαr彦oπ(Cambrldge:HarvardUniversityPress,1943);」防e8血c(トLoωeZZ
Sんop8(Cambridge:HarvardUniversityPress,1950).
ThomasR.Navil1,銑e陥`伽 ル毎cん`η θ 膵orんs(Cambridge:Harvard
Universitypress,1950).
EvelynH.Kngwlton,PeppθrreZZ「sP卜08rεs8(Cambridge:HarvardUni-
versityPress,1948).
W.W.Cauley,・4&μ のqμ んθAccoμ π``π8Rθcords(ゾ`んεSん θεbツIroπ
α)mpα ηッ(UnpublishedMasterThesis,1949).
4)出 版 年 次 と 参 照 頁 数 だ け を 示 す に と ど め た 。 書 名 な ど の 詳 細 に つ い て は 下 記 の3つ
の 拙 稿 を 参 照 さ れ た い 。
「ア メ リカ に お け る ア ン テ ィ ベ ラ ム 期 の 会 計 文 献 」,『 商 学 討 究 』,第33巻 ・第2,
3合 併 号(1982年12月),pp。179-206.
「Bryant=Stratton=Packardによ る新1日3部 作 の 簿 記 書(7)・{2)」,『 産 業 経
理 』,第43巻 ・第2号;第3号(1983年7月;10月),pp.37-46;9-19。
「ア メ リカ にお け る 『金 ぴ か 時代 』 の会 計 文 献 」,『商 学 討 究』,第34巻 ・第2号
(1983年10月),pp.1-39.
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Richmond(1846,pp.25,26)の製釘 業におけ る釘工場勘定 に関す る説 明があ
り,さ らにJ.C.Smith(ユ853,p.9)やP.Duff(1856・1串57,pp.123一ユ26)
に よる賃金 ・原材料 ・製 品の諸勘定 に関す る処理方法 などが注 目され る程度で
あ るが,い ずれ も商的工業簿記で あ り,ま だ正規の原価計算手続 は見 られ ない。
もっとも,労 務費会計に関連 す る補助簿 として の賃金台帳の記録だ けにつ いて
いえば,す でにT。H.Goddard(1821・1834,p.190)・J.C.Colt(1838,
p.98)・N.Harris(1846,p.11)・S.W.Crittenden(ユ850,p.144;ユ870,p.
182)な どが例示 して いる。
かか る実態 は,い わゆ る金ぴか時代(1865-1890)を 迎えて も大同小異であ
る。若干注 目すべ き事柄 として,1.Mayhew(1861,pp.198-213)は組合企業
の馬車製造 と製粉 に関す る取引例 題を掲げ,R.Nelson(1870,pp.110-113)
は家具 ・鋳造 ・機械 ・印刷 に関連 して製造勘定(Manufactures)を 説 明す ると
同時 に賃金台帳(Time-BookorHands'-1edger)で未 払賃金 の認識 を も行 って
い る。M.M.Kirkman(1877,pp.10,14,40...85,86)は,鉄道 業 の 自製 品
に関す る原価集計手続 とともに,修 繕 費や光熱 費 とい う営業 間接 費の部 門配賦
に関連 して走行距離数や収益額を基準 とす る配 分方 法を説明 してい るが,具 体
'的 な会計処 理手続には言及 していない。
先 にGarnerに よって も紹介 されたGoodwin(1882・1893・1913,pp.14-
16)は,原 材料費や労務 費 とともに機械 の損耗(wearandtear)を も製造勘定
(Manufacturing)へ 振 り替 え る手続 を述 べて い る。 ま た,S.S.Pack雛d
(1884,pp.140,141)は印刷業 におけ る印刷 ・製 造勘 定(Printingand
Manufacturing)に 言及 し,Duff(1868,pp.125-128;1887,pp.186,187)
も賃金 や材 料な どの製品勘定へ の振替 を例示す るとともに,出 来高給 と時間給
の双方 につ いて賃金台帳 を提示 してい る。 さ らに,W.R.Orr(1872,p.51)・
D。B.Waggener(1875,pp.23,31)・L.Rohrer(1886,p.104)・E。O.Lyte
(1891,p.106)・Bryant(=Stratton)=Packard(新旧のCommonSchool版
1861・1867・1878,pp.71-95)なども,そ をそれ製造業 につ いて簡単 に言
及 し,ColtやCrit毛endenが 提示 したの と同様 の賃金台帳を掲げてい るにす ぎ
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な い 。
以上の文献史研究を前提にして,本 稿ではアメ・リカにおける19世紀末から20
世紀初頭にかけての代表的な2冊 の原価計算文献を紹介 し,・かつ吟味すること
にする。すなわち,以 下で考察する文献は次の 乞冊である。
CaptainHenryMetcalfe(1847-1927),肪θ(】os古o∫1瞼 脇 ルc`拐rθsα πd
`んθAdπL`π`s`rα``oπo∫Wo漉sんops,PωわZ`cα π(1Pr`ひ α古ε(N.Y.:John
Wiley&Sons,1907-3rd.ed.),pp.366(24cm)5〕.
HoraceLucianArnold(Compiler;筆名 はHenryRoland,?-1915),銑θ
Cb卿Zθ 孟eCbs`一 κ ㈱ θr'勘 配 θOr`8伽Z助s伽s・∫ 翫 ・Pσosか κθθ漉9
0r1勉C`0σACCOα π伽8`08θ 古んθrω 励 απ1砒 ρOS読0π0μ んθA伽 観 α8θS
0/ACCOμ π`κ θ¢吻9の!匠 θαπSO∫Cbrds`πS`θ αdo/BoOんS,α 認 α
1)θ8crlρ 琵oπo∫V「 αrεoα8Mθclzα π`cαZA`(18孟01弛c古oリ ノ/1ccoμ 麗 読9(N.Y.
andLondon:TheEngineeringMagazinePress,1901-3rd.ed.)一
Rep.ed.(N.Y.:ArnoPress,1979);(N.Y.andI.ondon:TheEngine.
eringMagazineCo.,1912),pp.408+xi(24cm)61.
5)H.C.BentleyandR.S.Leonard,.B`うZ`ogrαpんッ(ゾWorん80π14ccoμ π翻π8
わ)ノAmer`c6πA碗 んors,Vo1.1(BostQn:H.C.Bentley,1934),p.73によ れ
ば,初 版(1885)に 続 いて 第2版(1890)・ 第3版(1894)も 出 版 され た と して い
るが,本 稿 で 考 察 の 対 象 に した1907年 版 に も第3版 と 記 さ れ て い る。S.P.
Garner,op.c``.,p.358によ れ ば,初 版 と第3版 との 間 に ほ とん ど変 化 は な い
と い う。 お そ ら く巻 末 の 補 遺 一1886年5月26日,シ カ ゴ に お け る ア メ リカ機 械
技 術 者 協会(ASME)で 行 った講 演 の 要 旨 を 掲載 した"TheShopOrderSystem
ofAccounts,"野 αηsαcε`o㎎A8M瓦VoL97(1886),pp.440-488を転 載 し
た だ けで あ ろ う。
本 書 の第2章,「 序 論(lntroduction)」 は,HarwoodF.Merr{ll(ed.),
α αss`cs`η ル毎πα8θmθ π古(N。Y.:AmericanManagementAssociation,
1960),pp.47-56;上 野 陽一 郎監 訳,『 経 営 思 想 変 遷 史 』(産 業 能 率 短 期 大 学 出版 部,.
1968),pp.29-41に「管理 の科 学(TheScienceofAdmini』tration)」と題 し
て 収 録 さ れて い る。 同 書 の原 著 者 紹 介 に よ れば,Metcalfeは1868年に ウ エス ト ・
ポ イ ン トを卒 業 し,兵 器部 門 に配 属 さ れ,幾 つ か の兵 器 廠 の 監 督 官 と して 管 理 手 法
を 実 践 に応 用 し,1893年 に退 役 した と い う。 な お,同 書 で は彼 の死 亡 年 次 を1917年
と して お り,BentleyandLeonard,op,c肱,p.73の1927年と異 な って い る。
6)初 版(1900)に 続 いて 本 稿 で と りあ げ た1901年 版 や1912年 版 の ほか1903年 版 と1904
年 版 もあ るが,頁 数 に変 更 はな く,内 容 も変 化 して い な い と考 え られ る。 本 書 に は
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§2Metcalfeの 原価 計算 文献
本書は次のとおり3部 ・16章と補遺から構成 されている。
第1部 序 説
第1章 基 本法 規(pp.7-14)
第2章 序 論(pp.15-24)
第1部 現 行 方 法 の説 明 と批 判
第3章 あ る兵 器 廠 の 現 行 組 織(pp.27-33)
第4章 兵 器 廠 の簿 記(pp.34-40)
第5章 現行 シス テ ム=外 部 関 係(pp.41-56)
第6章 現 行 シス テ ム=内 部 関 係(pp.57-75)
第7章 現行 方 式 の 問 題 点(pp,76-79)
第 皿部 新 提 案 シ ステ ムの 説 明
第8章 兵 器 廠 の新 提 案 組 織(pp.83,84)
第9章 新 提 案 シス テ ムの 手 段(pp.85-133)
一 物 的 用 具 と記号 分 類 一
第10章 新 提 案 シス テ ム:外 部 関 係(pp.134-141)
第11章 新 提 案 シス テ ム:内 部 関係(pp.142-150)
一 製 造 指 図書 の発 行 と記 録 方 法 一
第12章 新 提 案 シス テ ム:労 務 費(pp.151-167)
第13章 新 提 案 シス テ ム1材 料 カ ー ド(pp.168-242)
第14章 保 管 係 の 責 任(pp。243-265)
第15章 原 価 係 の 責 任(pp.266-308)
第16章 私 工 場 へ の 適 用(pp.309,310)
補 遺 製 造 指 図 書 別 会 計 制 度(pp.311-353)
索 引(pp.355-366)
G.StevensonSmithに よ る 書 評,ノ4cco鵬6説g、 研8如r`α πsJbωrπ αZ,Vo1.8・
No.2(Fall1981)デ『pp.104,105が あ る 。 『な お,Arnoldには 次 の 編 著 と 共 著 も
あ る 。
編 著,%θ 翫c孟orッ1吻 παgerα πdAcOO膿`α 紘80mθ 翫 αmρZθS(ゾ εんθ
Lα 孟臨 、4肌θr`cα η 翫c`orッPrαc``cθ(London:TheEngineeringMagazine,
1910-1sted.,1903),pp。vii+431〈241/2cm).
共 著(wiもhFayLeoneFaurote),Fordハ42`んo(お αη(1仇eFor(18んoP8
(N.Y.:TheEngineeringMagazineCo.,1915)-Rep.ed.(N.Y.:Arno
Press,1972),pp.x+440(26cm).
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第1部
第1章=兵 器廠 の国有財産 に関す る会 計責任(accQuntability)に つ いて,そ
れ にかかわ る基本法規 を抜粋 して提 示 して い る。 その会計責 任解 明の仕組みは
各地の兵器 廠司令官=兵 器廠長官雰国防長官 とい う組織関係 に基づ く年次 ・四
半 期 ・月次 ・週次の報告制度で ある。
第2章:ま ず 「兵器廠 その他 の工場 の管理 は大部分が技術(art)で あ り,き
わめて 多様 な事例 に対 して若干 の原 則(certainprinciples)を 適用す る ことに
なるので,そ れ らの諸原則 をま とめれば管理の科学(thescienceofadministra-
tion)と 称 す るものになろ う」(p.15)と 述べ,さ らに 「管 理の技術 にかかわ
る科学が存在す る とすれ ば,そ れ は,他 の 自然科学 と同様,累 積 された観 察結
果 の比較の うえに成立す る もので あるに違 いない」(p.16)と 主張 し,本 書執
筆 の目的を次 のよ うに記 して いる(p.17)。
本書の目的は管理のコス ト決定方法を提示することにある。すなわち,で きるだけ他
の類似 した一連の観察言己録 と同じように,絶 対的な真実に近いものと見なされる客観的
かつ不変的な方法によって,概 観性と詳細性を有するかたちで提示することにある。
か くして,Metcalfeは,自 己の経験 に基づ き,従 来 の綴合 帳簿 中心の方式
を放棄 して カー ド ・システムの積極的利用を強調す るのであ る。彼 はカー ド・
システムを前 提 とす る7っ のルールを提言 して いる(pp.22,23)が,そ れによ
ると最 も本 質的変革 は ユ枚の カー ドには1記 入(ユ 取 引)と い う方式 であ り,
最 終記録以外 には帳簿を使用 しない ことにな る。
第 皿部
第3章: 、ある兵器廠 の現行組織 として次のような組織図を示 している(p,27)。
欝 網 難謙1齢1蕊 ∵
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上図において留意すべきことは,兵 器廠補給将校の地位が司令官と独立 して
おり,司 令官に対 して一種の内部牽制の役割を果たしていることである。 した
.が って,そ の任命と解任 も兵器廠長官によってなされるという。また,司 令官
の両手に喩えれば,補 給将校は左手であり,生 産担当将来は右手であって,前
者が財布を握 って後者が費消する関係にあるため,前 者の責任が受動的である
のに対 して,後 者の責任は能動的であるという(p.32)。
第4章:兵 器廠の簿記 と題 して,ま ず次のような図を示 している(p。34)。
1.
劃2.
藁灘{il
1.
駐屯地 く
2.
製造指図書
労働の雇傭
原材料の調達と消費
製品原価
羅灘}※
1.
劉2,纈 葛欝{i麟 翫受入.払出 ・残高
灘 箒、(購総 篠騰 欝 残
かか る兵器廠 の会計管理の特徴 は二重の信 託(doubletrust)に あ る と い う
(p.36)。 す なわ ち,一ひとつ は財務省か ら兵器 廠 に対す るもので あ り,い まひ と
つは兵器 廠か ら司令官 に対す るものであ る。 さらに,個 別的会計領域 と して,
具体 的 には原材料 と労務の分野が存在す るけれ ども,会 計上の諸困難 は前者に
あ ると し,「 原材 料 の適切 な処理方法 こそ管 理の諸分野 にお ける成功の鍵 であ
る」 と指摘 して いる(p.40)。
第5章:報 告制度 に関連 して,兵 器廠 補給将校 によ って作成 され る 「財産報
告書(PropertyReturn)」 と司令官によ って作成 され る 「当期生産業務報告書
(CurrentServiceReturn)」 の2つ に言 及 し,と くに前 者 に焦 点 を 当 て,
Benecia兵 器廠 の事例 を各種関連書式 を も提示 しなが ら解説 してい る。 いま,
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「兵器廠財産の受入 ・払 出 ・残高報告書」 と 「兵器廠全保有財産棚卸表」η を
示せば次頁のとおりである(pp.54,55)。
第6章=前 章の外部報告制度に対 して,内 部関係 という標題で指図書の発行
か ら労務費 ・原材料費の会計,そ して製品原価の決定という処理手続 に言及し
ている。労務費会計に関 しては,月 次の(A}賃 金台帳(TimeBook)・(B}作 業
報告書(WorkReport)・(C)賃 金台帳 と作業報告書の結合方式という3つ の様
式 を提示 し,そ れぞれの利害得失を論 じている。原材料会計に関 しては,受 入
・払出 ・残高の記録を通 じて会計責任を明確にするとともに,原 材料の効率的
利用方法を推奨 している。
製品原価の決定に関 しては,労 務費や原材料費のみでな く,「 監督者給料,
事務員給料,動 力費,工 具 ・機械 ・建物の利用と損耗,石 油代,仕 損費,光 熱
費,補 助労働者 ・夜警 ・馬の御者などの賃金 といったような雑費(miscellaneous
expenses)」 をも考慮 し,そ れ らの雑費を次のいずれかの方法で加算すべきだと
主張 している(pp.73,74)。 すなわち,(a)各 種の事情に応 じた任意的配賦,
(b)総 原価比率,(c)労 務費比率(原 材料費比率を加えることも可),お よび(d)
作業時間率であるが,Metcalfe自 身は,WilliamSeller's&Co.で も利用 さ
れたという作業時間率に賛同 し,上 記の諸費用の発生は材料費や労務費の金額
よりも作業量と密接に関連 していると述べている。注 目すべ き事柄である。
第7章:上 述 した兵器廠は製造工場であると同時に国有財産の受託機関であ
るという点で矛盾が生ずるとし,能 率性 ・安定性 ・経済性の妥協を図る必要が
あるという。か くして,優 れた簿記制度とは最終的に 「真の完成品原価によっ
て当該管理の能率性を表すものでなければならない」(p.79)と している。
第皿部
第8章:第3章 で示 した現行組織図表 に対 して22頁 に示 しだよ うな新組織図
表 を提案 してい る(p.83)。
7)1864年,Benecia兵 器廠における国有財産の正確な棚卸を行うためには18人で6
カ月を要 したという(p.54)。
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?
」
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　 　 　 の コ
下位の士官:責 任 会計報告 他の助力者
囲灘ii訟 警i轍1灘liil戴講
第9章:Metcalfeが 主 張す る新 組織 の手段 と して,そ の物 的用具 および記
号名称 につ いて述べて いる。物的用具 と して は,ま ず(D指 図書 カー ド・(2}
労務 カー ド・(3)原 材料 カー ド・(4)通 信 連絡 カー ドとい う4種 のカー ドを と
りあげ,つ いで スタ ンプ ・ラック ・整理棚 ・整理箱 な どについて も利用方 法を
説明 して いる。
記号名称 に関 して は,真 の製品原価が直接材料費(Directchargesforma-
terial)・ 直接労務費(Directchargesforlabor)・間接費(lncidentalcharges
formiscellaneousexpenses)とい う3つ の構 成要素か らな るので,そ れ らを
明確にす る手段 と して採用 されなければな らない と し,S-0;Shop-Order(製
造 指図書),C;Character(製 造 の性格 ない し目的),P;Plant(工 場設備),
W;Work(製 造 活動)…0;Object(製 造対 象),N;Operation(業 務)と い
った各種の記号 をその指示内容 とともに解 説 してい る。 なお,各 種 の記号化 に
っ いては,FerracuteMachineWorksの社長,OberlinSmithがASMEで
行 った講演を掲載 したA配 θrεc侃Mθcんαη`sε誌(1881年9月10日 号)の 論稿,
"NomenclatureofMachineDetails"を引用 してい る(pp.110-118)。 それ
は,ひ とことでいえば,機 械の記号化 については3つ の任意 的文字(大 文字)
で示 し,当 該部 品についてはハ イフ ンを付 して任意 的数字で示す という案で あ
る。Metcalfe自 身 も,Smithの 提案 以上 の ものはない とし,自 ら経 験 した
Frankford兵 器廠 における労務 費 と原材料 費の貸借 記入方 法の実際例 を章末 に
示 して い る。
第10章:現 行制度 における主 たる欠陥 は兵器廠 の司令官 と補給将校 との間で
会計責任が 明確 にされて いない点 にあると し,と くに当期生産業務報告書が司
令 官による自己の責任回避 のため意義 を減 じている と主張 している。 そ して,
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その対策 として,当 期生産 業務報告書 の対象範囲 を拡大 し,補 給将校 が担 当す
る取 引のみな,らず 司令官 が権 限を有す る取 引事項 を も包含す るようにすべ きだ
と提言 して い る(第8章 で示 した新組織図 表を参照)。
第11章:兵 器廠 の内部関係文書 として,ま ず指図書 につ いて言及 して いる。
指図書 と して は製造指図書(Shop-Order),継 続指図書(StandingOrder),お
よび副指図書(OrderTicket)を 例 示 しなが ら解説 し,次 頁の ごとき製造指図
書帳(Shop-OrderBook)を 例示 して いる(p.150)。
第12章:日 給 も しくは時間給 と出来高給 による労務費の会計問題を労務 カー
ド(ServiceCard)の 各種様式を用 いて説明 し,さ らに次のよ うに述 べて いる
(p.166)。 「まず,労 務 費総額 を で きるだ け特定 化 し,継 続 製造 指図書 や一般
費勘定(generalexpenseaccounts)へまわす ことを極 力避 けるよ うにす る…
つ いで,あ る年度 の一般費 は当該年度が経過 しなければ正確 に把 握で きないか
ら,過 去の経験 と大 幅な変動 は存在 しない もの と仮定 し,前 年 の工場一般 費総
額 を前年の総作業時間で除 し,か くして当該年度 の1時 間あた り労務 費額を増
大 させ る負荷額(load)を 入手 す るのであ る。」そ して,こ の負荷額 の配 賦 によ
　 　 る 　 　
る労務費増加額を 「製造間接費(訥oρ θκpθηsθs)」と称 しているのであるが,
それは工場の経常費(runningexpense)の 配賦問題と密接に関連するものであ
ると指摘 している。
第13章:材 料費会計に関連 して原材料カー ド(M琶terialCard)の 記入関係 と
利用方法について説明し,25の 具体的事例に従 って詳細に解説 している。すな
わち,① 保管倉庫か らの払出 ・②製造現場で保管される原材料の外部か らの購
入 ・③製造現場で即時消費 される原材料の購入 ・④製造現場で保有する物品の
報告 ・⑤倉庫へ返還される物品の報告 ・⑥ある指図書か ら他の指図書へ振 り替
えられる物品の報告 ・⑦生産完了後に残った物品の報告 ・⑧余剰物品の倉庫へ
の返還…など原則として職長によって記入がなされる場合,ま た⑱倉庫保管係
による外部か らの受入 ・⑲倉庫保管係による購入直後の製造現場への払出…な
ど原則として倉庫保管係が記入する場合である。
第14章=財 産の会計管理にあたって保管係その他の関係者の責任を各種書式
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とともに具体的に解説している。まず,保 管係に関連する必要な用具 として仕
訳伝票と元帳伝票(journalandlθdgerslips),多 くの整理カード,ワ ンセッ
トの整理箱,2つ のスタンプ(一 連番号を付す自動スタンプと記入スタンプ)
があるとしている(p.243)。 上記の2種 の伝票は26頁 と27頁とに示すとおりて
ある(PP.246,247)が,そ れらの様式はFrankford兵 器廠の保管係,H.T.
Friesが 使肝 していたものからヒントを得たという。
『以下
,原 材料カー ドから仕訳伝票と元帳伝票への記入方法を説明 し,現 金 と
財産の会計責任を解明する方式にっいて,現 行方式を批判 したあとで新たな方
式を提案している。
第15章:金 額の会計管理にあたって原価係その他の関係者の責任を各種書式
とともに具体的に解説 している。原価係は,ま ず製造指図書の発行に基づ く複
数の副指図書発行のため騰写版を必要とし,ま た各種指図書を分類するための
整理箱や分類箱のほか賃金速算表(WagesTables)を 準備する必要があるとし
ている。
ついで,労 務カードに関する責任 と して,一時間給 と出来 高給の賃 金 台帳
(TimeBook)と ともに指図書別の原価表(CostSheet)を 作成する責任がある
としている。そして,そ の場合,兵 器廠の従業員の一部に代わって正規の軍人
が製造作業に従事するとすれば,当 該労働 について同一能力を有する民間人の
賃率を想定 して労務費に計上すべきだと主張 しており,現 実にBenicia兵 器廠
やFrankford兵 器廠で もかかる実務を採用 していると述べている(p.273)。
いま,Metcalfeが 掲げている原価表を示せば28頁 と29頁 に示すとおりである
(pp.276,277)o
さらに,原 材料カードに関連 した記帳責任,現 金(公 金)の 収支に対する会
計責任,原 材料と主場経費に関する再振替などについて解説 したあと,原 価 と
支出との調整が困難であることについて,次 のような注目すべ き主張が見 られ
る(p.289)8)。
8)Littleton,op.c紘,p.355およびGarner,op.c``りpp.162,256,257でも当該
引用 部 分 を重 視 し,コ メ ン トを加 えて い る。
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原価表 〔原価記録一 筆者注〕と現金勘定 〔財務記録 一 筆者注〕とを調整する簡単
な方法を見っけようとしたが徒労に終わった。軍隊の会計責任については,周 知の監査
'という最高法廷で原価表の総体的真実を立証することになるか らである
。書式を非常に
複雑にしないかぎり,ま た実質的真実が決算のために否定されないかぎり,上 述 し'たこ
とは不可能だと確信 しているばかりでなく,そ れと同じ成果は既述 した他の手段によっ
ても間接的に達成されると考える。
かかる主張は,複 式簿記機構を通 じて財務記録と原価記録 との統合を図 る制
度 としての原価計算,す なわち原価会計の確立を断念 したものと解することが.
できる。彼によれば,そ の最大の理由は,と くに原材料会計に関 して,そ の支
出 と消費 との間に時間的ズレが生ずるからであるとしている。
ついで,原 価の分析表と題 して,製 造業務 ・頂 材料費 ・工場経営に関 し,そ
れぞれ指図書別の原価分析を解説 し,さ らに各種の書式 一 賃金支払帳 ・雇傭
者別の賃金報告書 ・月次支出明細書 ・月次作業報告書などの作成方法および利
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表〉
Arsenal,伽rcん 3 1884, (14"×?")
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1
用方 法を説 明 したあ と,最 後 に私用 目的の作業 に関 して も記録 を とり,そ れを
正規 の原価 に計上すべ きでない と圭張 して いる。
第16章:こ の最終章 では,上 述 して きた兵器廠 とい う官営工場 の原価計算を
民間工場 に適用す るには限界があ るとしなが らも,本 書 の第2章;第3章;第
4章;第6章,pp.57-65,70-75;第7章;第8章;第9章;第11章;第12章;
第13章,pp.168-179;第14章,pp.243二249,260-261;第ユ5章,pp.266-
282,289-299,306-308に関 して は私企業に も応用で きる部分で ある・と述べ
て い る。
補'遺
製造指図書別会計制度,す なわち個別原価計算制度と題する本稿は,既 述し
たとおり,Metcalfeが1886年 に行った講演の要旨である。 それは10のセクシ
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ヨンか らなって お り,最 後 にF.W.Taylor,W.F.Durfee,OberlinSmith,
W.H.Doaneな ど との 間で なされた討論の抜粋が付 されて いる。
1:「 記録 なき管理 は音符 なき音楽の ようなものであ る」 と述べ,「 現在 にお
いて将来の需要 に備 えな けれ ばな らず,し たが って,程 度 の差 こそあれ精緻 な
記 録が保持 され るのであ る」(p.311)と し,こ の ことは原価の記録 につ いて も
妥 当す ると してい る。
n:工 場会計制度 は事務部 門か らの権 限の分散化(radiating)と 事務部門へ
の権限の集 中化(converging)と い う2つ の補 完原則 に依拠す ると し,最 善の
製 造原価(themostpossiblecostofmanufactures)を決定 す る自動的で公
正 な手段 を提供 す るものでなければな らないとい う。 そ して,Metcalfeは,
　 　 　
費用の事後的分析(θκposε∫αc`oanalysis)に 代えて費用対象の事前的分析
(preliminaryanalysis)の 採用を意図 している。か くして,特 定対象別に最善
の原価を入手す るため 直接費 と間接費(specificandgeneralexpenses)と を
区別 し,特 定対象に当該間接費を適正に配賦することを目指 している。
Ilh上 述 した ことを達成するためには,そ の中心人物 として工場の職長
(foreman)と 事務部門の記録係(clerk)の2人 がいるとし,両 者の職務に関す
る権限と責任を11力条にわたって解説 している。そこでは事務能率の増進とい
う面か らカー ドの利用や項目の記号化などについて も積極的に論及 している。
IV:製 造指図書制度の目的として,未 完成品の業務促進,見 積原価の決定,
および原材料の数量記録という3つ を掲げ,そ れ らの目的を達成するためには
指図書カード,労 務カー ド,お よび原材料カー ドを使用するとしている(本 文
の第9章 をも参照)。
V3製 造指図書には特定指図書と継続指図書があるとし,以 下,指 図書 にか
かわる指示内容,発 行権限,様 式,一 巡の手続,利 点などについて解説 してい
る。指図書の指示事項として,特 定指図書に関 しては製造指図書帳(本 文の第
11章を参照)の 記載順に応 じて100で 始まる一連番号を付す こと,ま た継続指
図書に関 しては100番 以下の番号を付すことが述べ られ,さ らに工場事務費 ・
販売事務費 ・・動力費 ・光熱費などの継続指図書に関する例示がなされている。
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なお,す べての指図書の発行権限は事務部門にあるとし,職 長は指図書の必要
性 と当該発生原価に対して責任を負 うとしている。
VI3工 場の原価 は労務と原材料にかかわるものである。前者は内外の労働に
関連 しており,内 部労務に関 しては労務カー ドを利用 し,時 間給と出来高給に
ついて独立 した記録をす るという(本 文の第ユ2章を参照)。そして,当 該カード
は,必 要とあれば日々,『事務部門へ送 られて分類され,人 名別 ・総作業時間 ・
総出来高 ・賃金額が賃金台帳に記入されるが,さ らに指図書別に再分類される
という。また,外 部労務としては製造にかかわる運送 ・保険 ・賃借 ・税金など
があり,そ れ らについて もカー ドで集計されるという。原材料に関 しても,原
材料カードを利用 し,主 として職長が消費数量の記入を したあと事務部門の記
録係が単価 と金額の記入をするとい う(本 文の第13章 を参照)。
Vn:製 造活動の原価 と題 し,当 該製造活動 とその原価に分けて説明 してい
る(本 文の第9章 を参照)。 とくに,後 者については直接労務費と直接材料費
が正味原価(netcost)を 構成 し,そ れに間接費 を加算すれば総原価(gross
cost)に なるが,主 たる困難は当該間接費の配賦問題にあるとし,そ の配賦方
法に関 して,原 材料(materia1)も しくは労務(labor)に 準拠すべきか,ま た
物量(quantity)に 準拠すべきか価値(value)に 準拠すべきかという問題を提
起 している。 この問題提起に対して,Metcalfeは,過 年度の間接費総額を部
門別の総作業日数で除して部門別の1日 あたり原価系数(costfactor)な るも
のを算出し,そ れに当該年度の直接作業 日数を乗 じて求める方法を提案 してい
る(本 文の第6章;第12章;補 遺,pp.352,353を も参照)。 これは,間 接費
について,作 業量に準拠 した一種の予定配賦率を主張 したものであり,注 目す
べき事柄である。
Vm;上 述 したとおり,指 図書別に労務カー ドと原材料カードを集計すれば
正味原価が求められ,そ れに間接費を配賦すれば総原価が得 られ,そ れを生産
量で除せば単位原価が計算されるが,さ らにその製造原価へ一定割合の販売費
と利益を加算すれば売価が求められるとしている。
IX:原 材料の会計管理に関 しては,1枚 の原材料カー ドに1種 類の原材料だ
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けを記入す るようにすれば,指 図書別の原価決定後,当 該原材料カー ドを再分
類することによって達成されるとしている。
X=1886年,全 米ス トーブ製造業協会によって提示されたス トー ブ鋳造原価
の仮設例に基づき,労 務費 ・材料費 ・販売費の年間合計額を示 し,そ の制度の
要訣を次の順序で説明 している。すなわち,特 定指図書 ・部門別継続指図書 ・
全体継続指図書の順で原価を計算するのであるが,さ らに直接費と間接費との
区別をした労務費分析表と材料費分析表,部 門別間接費集計表,お よび一般費
部門別配賦表を示 している。
っいで,間 接費を固定費(fixedcharges;F)と 変動費(variablecharges;V)
とに分類 し,同 一年度の直接作業日数(D)と の関係から,既 述 した原価系数
¢)をc一 響 という算式で示 してい・・か くして・部門別の間艘 の計算
を例示したあと,先 述 した方式に従って521台 のス トーブの総原価を部門別に
表示し,そ れか ら単位原価+販 売費=正 味原価とし,そ れに利益を加えた売価
という方式で製造指図別原価表を提示している。なお,原 価系数の計算に算入
される部門別の原材料費(e)に 関しては次のような計算書で示されるとしてい
る。
Dr.Cr.
期首棚卸高
期中仕入高
期末棚卸高
??
直接材料費
部門別間接費配賦分
??
§3Arnoldの 原価計算文献
本書は,序 文によれば,当 時のアメリカにおける原価計算が 「ほとんどすべ
ての場合,そ の採用 している方式を秘密にし,し たが って今日まで比較が不可
能であった」(p.V)こ とにかんがみ,「工場原価計算(shopcost-keeping)で
使用されている最新かつ最善の方式および用具を工場経営者へ全面的に提示 し,
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将来アメリカが世界の先進工業国への仲間入りを果たすようにすることを意図
した ものである」(p.vii)と い う。 次 に示す とお り,序 文を含めて12章 か ら構
成 されて お り,全 体で約15の アメ リカ製造業の実践例 に言 及 して いるが,第W
章から第X章 までの4章 はArnold以 外の専門家たちによって執筆 されてい
る9㌔
第1章
第皿章
第皿章
第IV章
第V章
第VI章
第冊章
第皿章
第D(章
第X章
第X[章
第即章
索 弓「
序 文(PP.v-vii)
工 場 の 必要 性(pp.1,2)
製 造 業 と商 業(pp.2-15)
総 合 的 製 造 指 図 書 制 度(pp.16-36)
規 格 品 製 造 工 場 の 単 純 な 会 計 制 度(pp.37-51)
中規 模 工 場 の 全 会 計 制 度(pp.52-82)
あ る一 般鉄 工 場 の 全会 計制 度(pp.83-195)
TheNationalSwitch&SignalCompanyの原 価 計算 制 度(pp.196-
291)
工 場 組 織 と会 計(pp.292-344)
カー ド ・シス テ ム に よ る会 計(pp.345-352)
一般 費 勘定(pp .353-362)
工 場 会 計 に役 だ っ機 器(pp.363-408)
(PP.i-xi)
〈紙数の都合で本節の以下の部分を割愛一 筆者〉
§4結 語
上記の考察は,ア メリカにおける18世紀末以降の簿記書の検討を受け継いで
なされた初期原価計算の文献史研究である。伝統的な財務会計援助 目的の原価
計算,な かんず く棚卸資産会計の一環 としての原価計算においては,す くなく
とも労務費 ・材料費 ・製造間接費の各会計分野の考察が中心になり,そ れらの
内部価値移転過程が従来の複式商業簿記機構へ有機的に統合された段階をもっ
て制度 的確 立の メル クマール とす ることがで きる。
かか る観点か ら結論 を先に述べれば,MetcalfeとArnoldの文献 は,い ず
9)目 次の標題と各章の実際の見出しとが喰いちが っている場合があるけれども,原 則
として後者に準拠 した。
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れ も原価計算制度を確立 した文献とはいえない。労務費会計に関 しては,す で
に序説で も言及したとおり,時 間給 と出来高給との双方について,伝 統的に相
当早い時代か ら整備がなされていた。原材料費会計に関しては,Metcalfe自
身も指摘 しているとおり,労 務費の場合と異 なり,そ の費消と支出との間に時
間的ズレがあるため,物 量記録に基づ く管理面はともか く,金 額による価値計
算面における継続記録が充分になされていない。製造間接費会計に関しては,
Metcalfeの 作業時間(日 数)を 基準にした原価系数 と称する予定配賦率が提
唱されていることに注 目すべきである。 しか し,そ れ も一種の統計的操作であ
って複式簿記機構のなかに位置づけられたものではない。
MetcalfeとArnoldは,と もに会計の専門家ではな く,む しろ経営管理面
を重視 した人物である。彼 らは,事 務管理をも含めて,経 営能率の改善に努力
を傾むけ,積 極的にカー ド,ス タンプ,そ の他の各種事務機器の導入を企図 し
たことが注目される。そして,か かる傾向は,彼 らの文献 にのみ特有のもので
はな く,1880年 代か ら1910年代へかけての簿記 ・会計文献に見 られる一般的傾
向であったのである。いま,こ の間の経緯を辻教授の所論から引用して示せば
次のとおりである1ω。
…,予 算統制はもとより,標 準原価を含めた管理会計の生成発展は,19世 紀の80年 代
の の 　 の
に始まった 「技術者の会計」の胚出に遡る。以後,技 術者の会計の展開は,会 計士の会
計批判として独自的,自 生的な主張を伴いながらも,今 世紀初頭以降は伝統的会計に接
近 し,そ の内容も豊富多彩となる。他方,こ の期間に会計士の会計もまた自己の不備を
覚醒し,急 速に技術者の会計の成果の摂取 ・同化につとめ,両 者の交流は深化するとと
もに,会 計士の会計は巧みに技術者の会計を包摂するに至るのである。
か くして,わ れわれ が続 けて きた文献史研究 の成果 に依拠す るかぎ り,原 価
計算制度 の確 立は第1次 世 界大 戦前後 まで待 たなければな らなか ったのであ る。
したが って,MetcalfeやArnoldの文献以降,B.C.Bean(ed.)の 文献
(1905)・A.H.Church(1908・1909・1917)・R.T.Porte(1908)・J.L.
Nicholson(1909・1913・1919)・F.E.Webner(1911・1917)・J.R.Wildman
(1911)・W.M.Cole(1913)・C.H.Scovell(1916)。C.B.Thompson
10)辻 厚生,『 管理会計発達史論』(有 斐閣,1971),p.250.
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(1916)・U.S.FederalTradeCommission(1916)・Jordan;Harris(1920)
な ど の 諸 文 献 に 対 す る 考 察 が 必 要 と な る で あ ろ う1η 。 い み じ く も,官 庁 ア カ ウ
ン タ ン トのLeoHerbertは,次 の よ う に 述 べ て い る12)。
会計史を研究 してきた人たちな らば,第1次 世界大戦前,大 戦中,そ して大戦直後に
おいて,原 価計算が会計の職能ではなくて統計の職能,す なわち製造原価の1測 定手段
であると考えられていたことを知っている。かつて記帳業務に携っていた多くの会計人
たちは,今 日の多数の会計人たちが経営管理の測定能力の一端を担うことを願 っている
ほど,生 産面の測定能力の一端を担うことを願 っていなかったのである。
最後に,し か し最も重要なこととして,上 述 した考察は,あ くまで も文献史
研究 を前 提 に してい るとい うことであ る。Arnoldも 指摘 して い たよ うに,当
時の原価計算実践はほとんどすべて企業秘密にされていたことを忘れてはなら
ない13}。 げんに,H.T.Johnsonの 優れ た実証研究 によれ ば,す で に1856年,
アメリカの綿工場,LymanMills社 においては内部統制の一環として仕掛品
勘定をも含む原価計算が実践されていたことが報告されているω。まだ減価償却
の会計処理や仕掛品評価方法などに欠陥が見られ,ま た織布種類別原価計算が
総勘定元帳における損益計算と充分に統合されていないという面はあっても,
実践が文献に先行 していた事実に留意 しなければならない。
11)諸 文 献 の 書 名 な ど に関 す る詳 細 に っ い て は,た と えばBentleyandLeonard,
op.c紘,Vo1.II(1935)を参 照 さ れ た い。
12)LeoHerbert,"APerspectiveofAccounting,"銑e、4ccoμπ麗πgRε ひ`θω,
July1971,p.435.
13)こ の 秘 密 主 義 に 関 して は,す で にR.S.Edwards,"SomeNotesontheEarly
LiteratureandDevelopmentofCostAccountinginGreatBritain-IV,"
銃e/1ccoμ 鷹 αη`,28August1937,p.287が指 摘 して お り,ま たM.C.Wells,
"SQmeInfluencesontheDevelopmentofCostAccounting
,"餓 ¢Accoμ ル
伽8研 εめr`α πsJoμrπ αZ,Fall1977,pb.47-61でも検 討 して い る。ち な み に,
R.E.Feller,"EarlyContributionstoCostAccounting,"ハ4召παgeηze漉
、4cco膿 伽g(U.S.A.),December1973,pp.12-16,27は,原価 計 算 の発 展
段 階 を 次 の4つ の 時 代 区分 に基 づ いて 説 明 し,各 時代 の貢 献 者 を例 示 して い る。 す
な わ ち,q}前 資 本家 的方 法:Fugger家 とDelBene家,{2)工場 会 計 人:初 期 フ
ラ ンス のA.Payenお よ びM.Goddardとイ ギ リス のC.Babbage,{31秘密 時
代 の 終 末:H.Metcalfe,{4)20世紀 の著 述=A.H.Church・E.T.Elbourne・
H.Emerson・C。E.Knoeppel・F.W。Taylor・H.C.Gantt・1..P.Alford.
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14)H.T.Johnson,"EarlyCostAccountingforInternalManagement
Control:LymanMillsin185αs,"、B膨s加θs8伽`ory、Rθ ひ`eω,Winter1972,
pp.466-474.な お,こ の 論稿 に つ い て は,足 立 浩,「19世 紀 中 葉 の ア メ リカ綿
工 場 の原 価 計 算 」一 中 村 萬次 編 著,『 原 価 計算 発達 史論 』(国 元 書 房,1978)の 第
5章,pp.79-107に 収録 一 で 紹 介 と吟 味 が な され て い る。
